




要約:これからの社会的要請にこたえ得る助産婦のあり方を明らかにするためには、現在

の助産婦教育および助産婦学校卒業生の就業状況や生涯教育等を検討する必要がある。本

研究では、質問紙調査を行い、卒業後の就業実態、職場選択経路と選択理由、自己研鑽の

ための継続教育の実態と課課題を検討した。また、わが国の助産婦制度・助産婦教育の問

題点を明らかにするため、諸外国ヘヘの調査を併せて実施した。


